
















































































が減少することから、GIPC を特異的に分解するホスホリパーゼ D(GIPC-PLD)によって PC1P






















現によく⽤いられる⼤腸菌株 BL21(DE3)の clpb 遺伝⼦⽋損株を作成した。 
 ショウジョウバエの⽣殖細胞中での遺伝⼦発現の制御ネットワークには不明な点が残されてい
る。Mamo タンパク質が転写活性化因⼦ OvoB、 エピジェネティックな制御因⼦ CBP と共同し
て、始原⽣殖細胞中の vasa 遺伝⼦の発現活性化に関わることが判明してきた。新たな Mamo の
相互作⽤因⼦を明らかにすることを⽬的として、遺伝学的な相互作⽤因⼦解析を⾏った結果、基
本転写因⼦ホモログの⼀つ Trf2 が Mamo と相互作⽤することが明らかになった。また、




の分⼦メカニズムは不明である。これまでに、RNA-seq 法と in situ hybridization 法を組み合わせ、
アリ科⼥王 (キイロシリアゲアリ Crematogaster osakensis を使⽤)の受精嚢で強く発現している
遺伝⼦を特定した。昨年度は、これらの遺伝⼦の全⻑配列を決定するため、RACE 法および次世
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